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TL;DR
⽔Protocolはイーサリアムを⽤いて作成されたDappであり、[ページとページをリン
クする]という役割しか持っていなかったhyperlinkにP2P通信とトランザクションに
よる仮想データベースを実装することによって可視化されるワールド‧ワイド‧ウ

ェブを超えたWeb空間「古今東⻄」を実現するものである。

はじめに

2010年頃、GoogleやNetflixなどのWebアプリ系IT企業が台頭してからというも
の、ネットワーク上のリソースは彼らの権限なしには使えなくなり全ての個⼈に関

するデータは巨⼤IT企業のアカウントと結び付けられてきた。

更に⼀般ユーザーや⾏政サービスのインターネットの参⼊によりさらなる権⼒者た

ちはインターネットの管理者（⽀配者）である巨⼤IT企業たちにインターネットが
クリーンで安全であることを求めた。

今、インターネットは歪んだ正しさで美しく整理整頓された気持ち悪い秩序により

運営されている。PTAがナイトシティをつくったらきっとこうなるだろう。

⾃由だったインターネットは彼ら資本家によって計画的に運営されるディストピア

になってしまった。

あのインターネットの源流には確かにカウンター‧カルチャーがあった。

しかし今ではそれらの意思は消え、形骸化した⾦儲けだけが空回りした教室であ

る。（どこの国でもオタクの少年時代は悲惨なものだ）
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これらを打破するためにハッカーたちは⽴ち上がった。Web3.0だ。

BitcoinをはじめEthereumという偉⼤な分散システムは数学的美しさと⽂芸的美し
さがある。

しかし蓋を開けてみればそこにいるのは暗号化資産ドリームに敗れた屍ばかりでは

ないか。

やはり⾦である。

⾦あるところに⼈は集まり、その関係は廃れていく。

そこに⽂化は発⽣していないようだ。

そこで⽔Protocolだ。

⽔Protocolはアメリカンヒッピーと90年代の⽇本のカウンター‧カルチャーへの答
えであり、意識融結によるトリップ空間、そしてロックンロールに続く新しい表現

技法の場、システムとなる。

古事記にもそう書かれている。

⽔Protocolの持つ機能
hyperlink P2P

hyperlink web

hyperlink API

hyperlink social

hyperlink UI

⽔Protocolの思想を理解するうえで最も⼤切なのは「ハイパーリンク」と「ワール
ド‧ワイド‧ウェブ」への最⼤の敬意と復活の願いだ。

hyperlinkは複数の⽂書を結び付ける役割を担う「参照」である。

hyperlink P2P
TL;DR  ethererumによるP2P通信を提供する独⾃スキーム tailaを提供する。

そしてこの参照はWeb2.0の反省から平等でなくてはいけないことがわかる。

そのため⽔ProtocolではこのhyperlinkにP2Pで通信する事を提案する。
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つまり⽔Protocolの hyperlink p2pはethereumのP2P通信をするスマートコンストラ
クタ起動⽤の独⾃のスキーム tailaを提供する。

hyperlink web
TL;DR  taila  スキームでアクセスできるウェブ

hyperlink P2Pの独⾃スキーム tailaをつかってアクセスできるWebページで、
ethereumのスマートコンストラクタと分散仮想データベースを利⽤して誰でも簡単
にサーバー管理者に媚を売らずともWebページを公開できる。

インターネットの呪い

TL;DR  拡散性、リアルタイム性、コミュニティ性を兼ね備えたWebが必要であり
それは下記のシステムによって実現されるだろう。

インターネット黎明期には、「Web」すわなち各ネットユーザーが⽤意したページ
同⼠がハイパーリンクで繋がり合い、Twitterのような巨⼤なサーバーを持つサービ
スがなくともそういった交流が⾏えてたときがあった。

しかしSNSの台頭によりそれらは崩壊しアクセスカウンターは⽌まった。

このWebが崩壊した理由はSNSとの差を⾒ればわかる。

SNSには

拡散性

リアルタイム性

コミュニティ性

があり、Webドキュメントにはない。

だから個⼈サイトをメインコンテンツとするワールドワイドウェブ空間を作るなら

ばこの性質を持つなにかが必要である。

それを実現するために下記のシステムを提案する。

hyperlink API
TL;DR  WEBサイトに訪問者がチャット空間を tailaスキームによってコンストラ

クトできる。
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hyperlink APIはハイパーリンクへの全く新しい機能インプラントを提供する。

hyperlinkの意味とは⽂章の「参照」だが、それ⾃体に機能をもたせれるようにな
る、ということだ。

このhyperlink APIはワールドワイドウェブのリアルタイム性を補う。

⽔Protocolのスキーム`taila`を使って taila://api.chatを起動すると訪問中のサイトの

チャット空間が展開される。

このチャット空間はEthereumのスマートコンストラクタを通してユーザーに拡散さ
れ、チャットが⾏える。

これはチャットだけではなく、ヴォイスチャット、更にはJavascriptの実⾏を許可
することにより、チャットだけでなく、⼈々が集まり活動する場所としての機能を

持つ。

つまり⽇本のネット⽂化の実況をブーストし、さらにそれらに派⽣される⽂化やミ

ームの発⽣源としての活躍が期待される。

hyperlink social
TL;DR  hyperlink socialはワールドワイドウェブのコミュニティ性と拡散性、そ
して個体認識を補う。

ethererumアカウントをワールドワイドウェブ内での実態をもたせ、友⼈関係とコ
ミュニティ、トピックグループの検索機能（ハッシュタグにあたる）そして、拡散

性を実装している。

⽔Protocolのスキーム tailaを使って taila://accountに続くIDでそのユーザーの情報
やブロックを取得できる。

友⼈とも tailaスキーム⼀つでリンクできる。

また tailaスキームによって拡散機能を実現し、SNSを超えた⼀つのWebアプリ内で
はなく、インターネット単位の拡散を実現する。

hyperlink UI
TL;DR  hyperlink APIなどを実⾏するときに便利なUIを表⽰する。

hyperlinkAPIのファンクションを実⾏するにはリンクを⼊⼒するだけで良いが、そ
れにブロードキャストやチャットシステムを実現させるためにはリンクだけではユ

ーザーフレンドリーではない。
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そのため、GUIを表⽰する役割をhyperlink UI for P2Pが担う。

このUIをRenderingするためのエンジンとしてブラウザを利⽤し、WebAppまたは
ブラウザ拡張機能としてethereumのスマートコンストラクタに組み込む。

仕様

⽔ProtocolはDappつまり、Ethereumスマートコンストラクタとブラウザや
WebAppによる⽔クライアントによって実現される。

ここで重要なのがBlockChainによるP2P通信の実現である。

ブロックチェーンはブロックを作成するためにP2Pでネットワーク全体にブロード
キャストする。

これを利⽤しethereumのアカウント情報やwalletとhyperlink socialを紐づけするこ
とにより⽔Protocolの仕組みをスムーズに⾏うことが出来る。

最後に
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⽔Protocolはhyperlinkによって平等なweb空間を実現し、ソーシャルサービスとし
ての機能を含めたHTTPのようなURlスキームである。

超てんちゃんとEthereumに乾杯！🥂


